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医生丘校区 第一次 

ふくしのまちづくり計画  

元気で１００歳！ 

楽しく活力ある医生丘 



 

  



ごあいさつ 

 医生丘校区社会福祉協議会では、「安

心・安全のまちづくり」を目指し、関連団体

と連携し、子どもから高齢者まで幅広い年

齢層を対象に活動しています。 

 令和４年１０月には永年にわたる“ふれあ

いネットワーク活動”に対し、北九州市社会

福祉協議会より、医生丘校区社会福祉協

議会に感謝状をいただきました。これもひと

えに、まちづくり協議会や自治区会、民生委

員児童委員協議会、婦人会、老人会等、地

域でボランティア活動をされている皆様の

協力あってこそと、深くお礼申し上げます。 

 さて、近年では医生丘校区においても高

齢化が進み、一人暮らしの方や空き家が目

立つようになってきました。また、外国籍の

方の居住も増えてきました。 

 この度、医生丘校区では『ふくしのまちづ

くり計画』（小地域福祉活動計画）に取り

組むこととなり、地域の様々な課題を今後5

ヵ年をかけて解決すべく、策定委員の方々

と話し合いを重ねて参りました。 

 今回の計画づくりにおいて、基本理念を

『元気で 100歳！楽しく活力ある医生丘』 

と定め、地域で暮らすみんなが安心・安全

で住み続けられる町を目指していきます。 

この計画は５ヵ年計画であるため直ち

にその効果が実現できるものではあり

ませんが、『元気で100歳！楽しく活力あ

る医生丘』のまちづくり実現のために地域

の各団体と協働し、連携を深め、課題

解決に向けて努力して参りたいと思い

ます。 

今後とも医生丘校区社会福祉協議会の

活動にご支援、ご協力の程よろしくお

願いいたします。 
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計画策定にあたって 

１ 計画の性格 

（１）住民発信の行動計画 

 この計画は、医生丘校区の様々な福祉課題を解決するために、既存の活動を活
かしながら、住民や民間団体が将来の見通しをもって計画的に活動しようとする
ための民間の行動計画です。 

 
（２）小地域の生活を支える計画 
 この計画は、医生丘校区に住む人たちの「生活」を支えることを活動の原点と
する計画です。 

 
（３）北九州市及び市・区社会福祉協議会と協働する計画 
 この計画は、北九州市の「地域福祉計画」及び北九州市・区社会福祉協議会が
中心となって策定した「地域福祉活動計画」と整合性を図りながら地域福祉活動
を進めていく計画です。 

 

（４）医生丘校区社会福祉協議会の活動指針となる計画 

 この計画は、社会福祉協議会が地域福祉活動の中核的な団体として多様な団体

と連携を図りながら地域福祉を推進するために今後の活動方針や発展強化の道筋

を明らかにする性格を有しています。 

 

２ 計画の期間 
 
 令和７(2025)年度～令和１１(2029)年度までの５ヵ年とします。ただし、計画期

間中、地域を取り巻く状況に大きな変化があれば、見直しを行います。 

 

３ 計画の策定経過 
   
医生丘校区では、地域福祉活動に取り組んでいる関係機関・団体等からの意見を

踏まえ、既存の活動を活かしながら、民間の地域福祉に関する計画を策定するため、

医生丘校区小地域福祉活動計画策定委員会を設置し、医生丘校区小地域福祉活動計

画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

第１章 

1 

策定委員会の様子 
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     医生丘校区の現状と課題 

 

１ 地域の特性 

 平成 6 (1994)年 9月 30日 平成 21(2009)年 9月 30日 令和 6年(2024)年 9月 30日 

世 帯 数 5,231世帯 6,099世帯            6,105世帯 

人 口 13,119人       12,703人            10,498人 

１ ４ 歳 以 下 2,795人(21.3％)   1,979人(15.6％)       934人(08.9％) 

６ ５ 歳 以 上 734人(05.6％) 1,823人(14.4％) 3,049人(29.0％) 

小学校・中学校 
医生丘小学校・光貞小学校 

本城中学校・浅川中学校 
地域包括支援センター 八幡西 1 

  

 医生丘校区は八幡西区の北西部に位置する住宅密集地で、自然は少ない地域で

す。市営バスや西鉄バスの沿線にあり、ＪＲ本城駅も近く比較的交通の利便性は

良いところです。 

校区内には産業医科大学病院をはじめ多くの医療機関もあり、住民が医療を受

けやすい環境です。 

近年では高齢化が進み、空き家の増加や外国籍の方の居住も増えています。 

 

２ 地域の福祉課題（及び小地域福祉活動の課題） 

 ◇一人暮らしの高齢者が増えています 

   医生丘校区の高齢化率は２９％です。一人暮らしの高齢者が増え、校区社

協の福祉協力員や民生委員が見守る世帯が増えてきました。また、福祉協力

員は町内の組長が兼務している地区もあり、組長の任期が１年と短いため活

動者は不足しています。 

 

◇人とのつながりが希薄になっています 

   閉じこもりがちな高齢者がいるという声を聞きます。また、自治区会や町

内会加入者も減少し、地域行事の情報を得る機会が少なくなり、参加者も固

定化しています。いつまでも元気で暮らしていくために、地域の健康イベン

トを継続し、人とつながる機会をこれからもつくっていきます。 

 

◇ゴミ出しのマナーやまちの清掃に問題が発生しています 

   地域住民（外国人の方も含む）のゴミ出しマナーが悪くなっています。外

国人の方にもわかりやすく案内をする必要があります。また、公園清掃活動

に参加する人も少なくなっています。きれいなまちづくりは防犯にもつなが

るため、地域の方々への参加を呼びかけます。

第２章 

出所：北九州市住民基本台帳 
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       計画体系 

 

 校区では、地域共生社会の実現に向けて、子どもから高齢者まで、障害のあるな

しに関わらず、誰もが住み慣れたところで安心して生活できるまちにしたいと願

い、基本理念と基本目標、取組みを定めました。 

 

１ 基本理念 

『元気で１００歳！楽しく活力ある医生丘』 

２ 基本目標 

（１）地域で守ろう！子どもから年長者まで 

  住み慣れたまちでいつまでも元気に暮らせるよう、健康講座や子ども講座を

開催し、交流の場を充実させます。 

 

（２）安心安全なまちづくり 

  子どもから高齢者、子育て世代、障害のある方など誰もが安心して暮らせる

よう、見守り活動や防犯パトロール等を継続します。そのためにもまち協や各

団体との連携を強化します。 

 

（３）みんなでつながり楽しく暮らそう！！ 

  地域では様々な行事を開催しています。多くの方に参加してもらい、人と人

とのつながりを深め、楽しくいきいきと暮らせるまちづくりを目指します。 

 

（４）きれいなまちづくり 

  みんなが安心して暮らせるまちづくりのために、清掃活動や公園の手入れ、

花植えを行い、みんなできれいなまちをつくります。 

 

 

 

 

 

 

第３章 

策定委員会の様子 
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３ 実施項目（体系図） 

［基
本
理
念
］ 

元
気
で
１
０
０
歳
！ 

楽
し
く
活
力
あ
る
医
生
丘 

［基本目標］ ［主な取組み］ 

地域で守ろう！ 

子どもから 

年長者まで 

・健康づくり講座【社協・市民センター】 

・小中学校との情報交換【主任児童委員】 

・学童登下校時の見守り、声かけ【民児協・まち協・自治

区会・地域 Vo】 

・高齢者の声かけ【社協・民児協】 

・見守り訪問活動【社協・民児協】 

・民児協活動【民児協】 

・育児サークル【市民センター・地域 Vo】 

・子ども講座【市民センター・社協・地域 Vo】 

・読み聞かせ【市民センター・地域 Vo】 

・医生丘児童クラブ【まち協・自治区会】 

・日赤 救急救命講座【大浦婦人会】 

安心安全な 
まちづくり 

・防災訓練【社協・まち協・自治区会】 

・防犯パトロール【社協・まち協・自治区会・少年補導委員】 

みんなでつながり 

楽しく暮らそう！！ 

・文化祭【まち協・社協・自治区会】 

・ラジオ体操【まち協・自治区会・市民センター・地域 Vo】 

・食育活動（ふれあい昼食交流会）【食進】 

・折尾まつり【本城西大浦自治区会】 

・ランタン祭り【まち協・社協・自治区会】 

・敬老会【まち協・社協・自治区会】 

・シニアクラブ活動【大浦むつみ会】 

・サロン活動【社協】 

・いきいき健康講座（ラジオ体操・ウォーキング等） 

【まち協・自治区会・大浦婦人会・市民センター】 

・婦人会活動【大浦婦人会】 

・グラウンドゴルフ大会【まち協・自治区会】 

・市住グラウンドゴルフ大会【本城西市住自治区会】 

・ふれあい餅つき大会【本城西県自治区会】 

・どんど焼き【本城西大浦自治区会】 

・バスハイク【本城西力丸自治区会】 

きれいな 

まちづくり 

・清掃活動【自治区会】 

・公園愛護会活動【公園愛護会】 

・花咲く街かどづくり推進事業【市民センター・地域 Vo】 

・折尾コミュニティガーデンの手伝い【大浦婦人会】 

 

 

 

【社 協】社会福祉協議会      【食 進】食生活改善推進員協議会 

     【まち協】まちづくり協議会     【地域 Vo】地域ボランティア 

     【民児協】民生委員児童委員協議会 
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４ 重点実施項目 

今回定めた基本目標を達成するために、特に関係機関・団体と連携して重点的に 
進めていく事業を「重点実施項目」と定め、次のことを推進していくことにしました。 

重点実施項目 “ふくし”の力できれいで安心なまちづくり 

１ 課題背景及び現状 

・地域住民（外国人の方も含め）のゴミ出しマナーが悪く困っている 

・コロナの影響で中断していた公園清掃を再開したが、参加者が少ない 

・小学校裏側はゴミが多く、安全面も気になる 

２ 活動の方針・目標 

・みんなが安心して暮らせるきれいなまちをみんなでつくります 

・外国人にもわかりやすく伝わりやすい「やさしい日本語」で地域の情報を発信

します 

・清掃活動や防犯・防災活動に一人でも多く参加してもらえるよう工夫します 

・多様な文化や価値観があることを、みんなで学ぶ機会をつくります 

３ 段階的な取り組みの年度計画 R7（2025）～R11（2029） 

取り組み内容 
連携する 

機関 
R7 R8 R9 R10 R11 備考 

ゴミステーションへの 

説明チラシ掲示 

自治区会 

まち協 

     
外国人対応のチラシ 

（環境局より入手） 

清掃活動参加への 

声かけ 

自治区会 

まち協 

不動産会社 

     
不動産会社を通して外国

人の方にも声をかける 

小学校と周辺の 

清掃活動 

自治区会・まち協 

小学校・PTA 

市民センター 

     
個人的に活動している方

がいる 

公園清掃 

市民センター 
公園愛護会 
大浦むつみ会 
自治区会・まち協 
大浦婦人会 
大浦子ども会 
花咲く街かどづくり
活動者 

     公園愛護会に年 2回支給

される花を植える 

大浦子ども会加入以外の

人にも声をかける 

外国人が参加したくなる

ような工夫をする 

防犯パトロール・講座 

防災訓練等 

自治区会・まち協 

少年補導委員 

市民センター 

     
今まで参加していない 

一般の方にも声をかける 

学びの場づくり 
自治区会・まち協 

市民センター 

民児協・小学校 

情報 

 

収集 

    
みんなで「ふくし」
（ふだんのくらしのしあわせ） 
について学ぶ 

視察 

勉強会 

住民講座 
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重点実施項目 みんなでつながり、楽しく健康に暮らそう 

１ 課題背景及び現状 

・コロナの影響で人と人とのつながりが希薄になった。また、外出の機会が減り 

体力が衰えている 

・地域で健康講座を実施しているが、参加者はいつも同じ顔ぶれである 

・一人暮らしの高齢者が増え、閉じこもりがちな人もいる 

・自治区会・町内会の未加入や退会する世帯が増え、情報が行き届いていない 

２ 活動の方針・目標 

・いつまでも元気で暮らせるように、健康イベントへの参加を呼びかけます 

・地域の様々な行事に参加してもらい、人と人とのつながりを深めます 

・イベントを通して新しい仲間を増やします 

３ 段階的な取り組みの年度計画 R7（2025）～R11（2029） 

取り組み内容 
連携する 

機関 
R7 R8 R9 R10 R11 備考 

健康講座の開催 

市民センター 
自治区会 
まち協・食進 
大浦婦人会 

     年６回企画する 
高齢者でもできるよう、 
座ってできる体操も取り
入れる 

ふれあい昼食交流会 

市民センター 
まち協・食進 
大浦婦人会 
民児協 

     
一人暮らし以外の方でも 
参加できます 

向こう三軒両隣との 

交流 
自治区会 

まち協 

     
小さな困りごとは隣近所
で助け合えたらいいな 

家庭教育講座 

子ども講座 

市民センター 

小学校・PTA 

まち協 

     
様々な講座を通して 
人との交流を深める 

サロンの充実 
企業 
（ヤクルト・花王・

明治等） 

     
参加者の増員・出前講演
の活用・サロン内容の企
画・サロンだより発行・ココ
ロツナグ作品展への出展 

自治区会・町内会への 

加入を促す 

自治区会 
まち協 
民児協 

     
のぼり・看板の活用 

自治区会・町内会 

未加入者への情報発信 

市民センター 

民児協 

     掲示板の活用 
市民センターだより・ホー
ムページ 
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計画の推進 

 

１ 地域への計画の承認と周知 

計画を推進していくために、既存の地域活動と連携を図りながら、以下の計画

の広報活動を行います。 

① 校区社会福祉協議会総会等を通じた活動者への計画の承認と周知 

② 計画の実施項目を進めていく上での関係機関・団体への周知・協力依頼 

③ 計画書概要版の配布などを通じた校区住民への周知等 

 

２ 計画を推進するための体制 

（１）小地域福祉活動計画推進委員会の設置 

 計画を推進していくために、医生丘校区小地域福祉活動計画推進委員会を設置

し、計画の進行管理等について、委員会で協議を進めていきます。 

① 関係機関・団体との連携 

② 計画内容の具体的な実施方法 

③ 進行管理の実施 

 

（２）計画の進行管理 

 医生丘校区小地域福祉活動計画推進委員会を年度に数回程度開催します。（当

年度の事業推進の確認、年度内における中間確認、次年度の事業確認、また必要

に応じて開催） 

委員会では、各団体との連携を図りながら、計画内の各実施項目の進捗状況を

把握し、うまく進行していない場合にはその原因を明らかにし、問題への対策を

立て、その対応策を実施します。 

 

（３）計画の評価 

 計画期間の中間時点では計画全体の中間見直しを、最終年度には総括評価を行

います。 

 

３ 第二次計画の策定 

 第一次計画の推進状況を踏まえて、 

第二次計画の策定時期には新しく計画 

策定委員会を設置し、計画策定に向け 

て協議を進めていきます。 

 

  

第４章 

策定委員会メンバー 
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参考資料 【医生丘校区小地域福祉活動計画の策定経過】 

１ 医生丘校区小地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

 氏  名 所属団体等 役  職 

1 原 保美 
医生丘校区社会福祉協議会 

本城西市住自治区会 

会長 

会長 

2 小野 喜代美 
医生丘校区社会福祉協議会 

医生丘地区民生委員児童委員協議会 

副会長 

民生委員・児童委員 

3 原田 利香 医生丘校区社会福祉協議会 事務局 

4 水ノ江 光義 
医生丘まちづくり協議会 

本城西力丸自治区会 

会長 

会長 

5 太川 健治 
本城西大浦自治区会 

医生丘防災会 

会長 

会長 

6 淡野 篤子 
医生丘地区民生委員児童委員協議会 

本城西県自治区会 

会長 

会長 

7 大場 智恵 医生丘市民センター 館長 

8 高井 眞紀子 八幡西区食生活改善推進員協議会 副会長 

9 大津 好記 シニアクラブ大浦むつみ会 会長 

10 大津 洋子 大浦婦人会 会長 

11 池田 幸江 
医生丘地区民生委員児童委員協議会 

北九州市少年補導委員 

主任児童委員 

委員 

12 田中 裕三 
医生丘地区民生委員児童委員協議会 

医生丘校区青少年育成会 

主任児童委員 

会長 

13 坂上 洋子 医生丘校区社会福祉協議会 福祉協力員 

14 松元 由美子 医生丘地区民生委員児童委員協議会 民生委員・児童委員 

15 安樂 ゆき惠 医生丘地区民生委員児童委員協議会 民生委員・児童委員 

16 森 健二郎 医生丘小学校 校長 

２ 医生丘校区小地域福祉活動計画策定委員会での協議事項 

回 開催日 主な協議事項 

1 R06年 06月 19日（水） ・地域の課題、良い所、既存事業、資源の洗い出し 

2 R06年 07月 17日（水） 
・体系図の作成（今後５年間の活動整理） 

・基本理念、基本目標の設定 

3 R06年 09月 18日（水） ・重点実施項目の選定 

4 R06年 10月 16日（水） ・重点実施項目の段階的取組み内容 

5 R06年 11月 20日（水） 
・重点実施項目の単年度計画作成 

・計画書及び概要版の構成 

6 R06年 12月 18日（水） ・計画書及び概要版の構成、編集、部数等の確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会のイメージキャラクター 

プチボザウルス Petit vo saurus 

 
Petit（プチ：ちっちゃな） 

Volunteer（ボランティア） 

Saurus（サウルス≒恐竜） 

 

 

 

 

 

 医生丘校区社会福祉協議会 

 〒807-0803 北九州市八幡西区千代ケ崎 1-12-15 医生丘市民センター内 

TEL 093-691-2205   FAX 093-691-2231 

 

八幡西区社会福祉協議会 

〒806-8510 北九州市八幡西区黒崎 3-15-3 コムシティ 6 階 

TEL 093-642-5035   FAX 093-642-5077 

 

北九州市社会福祉協議会 

〒804-0067 北九州市戸畑区汐井町 1-6 ウェルとばた内 

（ 代  表 ） TEL 093-882-4401    FAX 093-882-3579 

（地域福祉部） TEL 093-882-4425    FAX 093-873-1351 

お問合せ  


